20180902レムナント教会1部
召されたエリシャ（Ⅰ列王記19:19-21)
　私たちは信者になって、すべての問題が消えてなくなり、天国を歩くようなことになれば何と幸いでしょうと思うでしょうけれども、実は信者でも多くの悩み事を抱えて生きています。今現在も家庭内のいろいろなトラブルなどを抱えているかもしれません。個人的にだれにも言えない悩みを抱えて、あるいは、だれにも言えない事情で悩んでいる人もいるかもしれません。そういうことで、特にレムナントの場合は、「これからどうなるのだろう」「なにになればいいのだろう」と将来について不安を抱えているときもあります。そして、周りとの関係がぎくしゃくして緊張がほぐれないようなことも少なくないでしょう。その他にもいろいろあると思います。
　しかし、神様は、そういう中で信者の私たちが勝利できるとおっしゃっています。そういうことがまったくないところを通るとはおっしゃらずに、そうであるのにもかかわらず信者であるあなたがたは、圧倒的な勝利者として生きることができるとおっしゃいます。その信者の勝利の鍵になるものは、いったい何でしょうか。聖書を通して、その答えをキャッチしないといけません。もし教会に通い、また信者であるのにもかかわらず、信者としての勝利の鍵がなにか分かっていないと、いつまで経ってもだれかのせい、なにかのせいにするしかないし、そのアップアップした状態から抜け出すことはできません。そうすると、圧倒的な勝利者であり、また、人を生かすことができる存在なのに、いつも騙されっぱなし、やられっぱなしの人生を歩くようになるしかありません。もちろんイエス様を信じている者は、死んだ後、天国に迎えられるようになりますが、そのときまでずっと荒野をグルグル回るようなもどかしい人生から脱出することができません。

　今日、預言者エリヤを通して、神様に召されるエリシャのことが聖書に紹介されています。そのエリシャが、神様に召されたとき、つまり、福音に招待されたときとも言えるでしょう。そのときにエリシャがどういう反応を見せたのか、それを通して私たち信者の勝利の鍵はどこにあるのか、ということが教えられるようになると思います。

エリヤがエリシャを召されました。服を投げたのです。その時、聖書に書いてある通りに、12頭の牛をもって畑を耕していました。しかし、エリヤを通して召された途端に、そのすべてを置いて、しかも、その中の1頭は殺して調理し皆に食べさせました。覚悟のようなものでしょう。それから、その調理をなにでやったのかというと、いままで牛でもって耕していたいろいろな農機具を燃やして牛を調理し食べさせることになりました。それからエリヤに従うようになりました。何の迷いも躊躇などもありません。そうすると、そのあと大変ではないかと予想するでしょうけれども、皆さんがご存知のように、その後のエリシャの人生は、どの預言者からもなかなか見られないすてきな格好いい勝利の人生を歩むようになりました。その勝利のスタート、勝利の門が開かれるようになりました。鍵となるものは何なのかということを、エリシャの姿、エリシャの反応を通して確認していきたいと思います。
それがなにかと言いますと、福音の価値を正しく知ることです。これが勝利の人生の始まりです。なぜエリシャがエリヤを呼ぶことに対して、そのような反応を示したのでしょうか。その価値がなにか分かったのです。勝利というものは、福音の価値がなにか分かれば始まるものなのです。いままで私たちは、なにか条件が優れていれば勝利に近いだろう、都合が良ければ勝利と仲良くなるだろうとずっと思っていて、それが染み込まれていました。でも、信者が肝に銘じないといけない勝利の鍵は、福音の価値が正しく分かることなのです。それだけが勝利の条件であり、いままで私たちがこだわって、ひっかかっていた条件や都合などとは一切関係ないということを宣言しなければいけません。ついついこれが悪いから、これが良いから、こうだからと流されがちなのですが、今日限りそのようなことはすべて切り離してください。信者の勝利の人生は、福音の価値さえ分かれば、条件がどんなに不利な人間でも、都合がどんなに険しい状況であっても、必ず勝利するようになります。これが契約です。これがレムナントを通して確認する内容です。いままでヨセフ以外は、7人のレムナントのお話をだいたい3つの契約でまとめて申し上げました。それは内容は短いのですが、3つの契約そのものが皆さんには多いかなと感じました。皆さんにはたぶんそれが消化不良になるかもしれないということで、今日からまた、ひとつひとつにしようとしています。来週もエリシャの話になるでしょう。

まず、エリシャが呼ばれたことを通して確認してください。なるほど人生の勝利というものは、条件、状況などとは関係ないのだ。才能がないから勝利できないわけではありません。他の人より健康でないから勝利できないわけでもありません。そういった因果応報的な刻印というものを根底から否定していかないといけません。私に過去、こういう辛いことがあったのでダメなのだというのは、全部悪魔の偽りです。どんな過去があろうが、今現在、どんなに不利な険しい状況であろうが、その人が福音の価値さえ分かれば勝利は始まります。騙されないでください。
それでは、福音とはいったい何でしょうか。神様が人を造られ、人を祝福されました。神様に祝福された人間が、悪魔に惑わされて神様に罪を犯すことによって、永遠に神に会えなくなり、神様から離れることになりました。神から離れた途端に地獄の運命に捕らわれ、滅びの運命の中を生きるしかなくなりました。それは人間がどう頑張って暴れても解決できない問題だったわけです。だから、努力するかしないか関係なく、精神的にも肉体的にも様々な苦しみを味わい、すべての関係が崩壊していき、最終的には死んでさばかれて地獄に行くしかない運命に捕らわれるようになりました。なにか辛いこと一つだけを見ていると、ずっと騙されます。人が神に祝福されたのにもかかわらず神様を離れてしまったので、そのすべてが生じるようになったのです。それで問題がなにかというと、それが人間の力では解決できないし、どう頑張っても答えはないわけです。そこで絶望しかないのに、神様ご自身が人を愛して、その滅びの運命、地獄の運命から私たちを助け出すことにされたのです。そして、その答えとして神様はキリストを約束されました。キリストが蛇の頭を踏み砕いて勝利される。そのためにキリストがあなたがたの身代わりとして犠牲のいけにえになる。それが福音というものです。キリストによってどうしようもない地獄の運命に捕らわれている人間が、そこから助かるようになる。それを神様が、キリストを通して代わりにすべてなさって、恵みによってプレゼントとして人間に与えられる。だから、人は普段、そのキリストを信じることによって助かる。これが福音です。この福音がどんなに価値あるものなのかが分かるでしょうか。福音はキリストなのです。宗教でもお金があっても科学が発展しても人間が救われることはありません。どんなに良心的にまじめに誠実に人生を生きたとしても、滅びの運命に勝つことはできません。そういうものに振り回されることがないようにしましょう。神様がキリストを通して蛇の頭を踏み砕くことがなければ希望はないわけです。どんな問題があろうが、そのすべての元凶は悪魔のしわざです。これが福音です。
この福音の価値が分かっている者は、このように告白します。世界中でこの御名 のほかには、私たちが救われるべき名としては、どのような名も、人間に与えられていません。福音の価値、キリストの価値は、Onlyの価値です。なにものと比べることができるでしょか。Onlyそれしか道がないし、それしか希望はありません。と同時に、ローマ3:23で言われているように、すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができない。すべての人です。勉強ができる人でも、できない人でも、優しい人間でも犯罪者でも関係ありません。福音がいらない人間、キリストを信じなくてもいい人間は、宇宙に存在しません。だから、福音は絶対的な価値なのです。例外は一人もありません。だれを羨むのでしょうか。だれを見下しているのでしょうか。全部間違いです。福音の価値は、唯一の価値、絶対的な価値です。福音は最高の価値です。いままで捕らわれていたすべてから自由になる最高の価値です。私はキリストを知る知識のすばらしさのゆえに、すべてのことを損と思い、ちりあくたと思うことができる最高の価値です。福音の価値がこのような価値だと目が開かれたときに勝利が始まります。
そして、このすばらしい価値は永遠に変わることはありません。だれもこれに手を加えることはできない永遠の価値です。ヨハネ14:16には、もうひとりの助け主が、あなたがたといつまでも永遠にともにおられると言われています。これが福音の価値、キリストの価値です。信者でありながら、この福音の価値に目覚めていない場合、仕方がなく他のなにかがテーマになるしかありません。あの人間が悪い。どっちが正しいのか。いま状況がひどい。あれだよ。これだよ。テーマがそちらに行くしかありません。しかし、福音の価値が分かれば、まず福音になるでしょう。エリシャを通して私たちが確認できるのは、「なるほど、エリシャのすばらしい勝利の人生の始まりは、福音の価値に目覚めたことなのだね」ということです。私たちが分かっているものの何十億倍以上の価値です。だから、祈りは他にありません。「神様、これを治してください」「これをこうしてください」。なぜそのような祈りをするのでしょうか。福音の価値にまだ目覚めていないからです。「神様、この福音の価値、すべてから自由になれる福音の価値に目覚めさせてください」。これが祈りではないでしょうか。レムナントを通して神様がいまの私たちに与えていらっしゃるメッセージです。
そして、当たり前な結果でしょうけれども、福音の価値に目覚めたときに、その人は福音のための祝福の決断を下すようになります。それが勝利の門が具体的に開かれる鍵になるものです。福音の価値に目覚めて、その福音のために祝福の決断を下すことです。無理やりやることではありません。分かったので。エリシャ見ていると、福音の価値に目覚めたときにどのようにして決断するかというと、すべての計算を乗り越えて決断します。エリシャがいま召されている時代の状況はどうだったのかご存知でしょうか。アハブ王は異邦人の女性をめとっていました。その名をイゼベルという王妃が、ものすごい権力を握っていた時代でした。それでいつのまにかイスラエルの国なのにバアルを拝む偶像の国に変わっている状況です。そこで違うと言っているエリヤ、つまり、福音を宣言しているエリヤ預言者を殺そうとして、エリヤ預言者は指名手配中でした。その指名手配中のエリヤにいま召されているわけです。しかもそのエリヤとともに数多くの預言者、福音の側に立っているものがいたのですが、その全員を殺そうとして、結局、7千人を隠したりするようなことがありました。そういう時代です。そこで召されたときに福音の側に決断をしたというのは、これからどうなることかは、もう火を見るより明らかなことではないでしょうか。エリヤに従うことは殺されることと一緒なのです。それなのに福音の価値が分かったときには、そのような計算をすべて越えていきます。いままですべてがそうでした。初代教会の人たちがマルコのタラッパンに集まったときに、ローマの植民地の下でユダヤ教が、マルコのタラッパンに集まる人々を異端と決めつけました。そこにもし入って集まるならば、家計からもユダヤ教からも職場からも追い出され殺されるというような状況でした。それにもかかわらず、そのすべてが何の邪魔にもならないように福音の価値に目覚めたので、その計算を超えて福音のために決断するようになりました。それが初代教会のマルコのタラッパンです。いつでも同じです。福音の価値が正しく分かったことによって祝福の決断を下したときに勝利の門が開かれます。すべての計算を超えて。
それから、この決断というものは、いままでの過去を燃やして決断することなのです。先ほども申し上げましたように、いままでの農機具をすべて燃やして勝利の道具にしたわけです。ですから、福音に目覚めたときには、過去のいろいろな傷、心の傷などがあるかもしれませんが、それらを全部燃やしてください。そして、いままで勉強して経験したことによって自分の中に固まってしまった頑固的な思想やなにかの主義的なものなども全部燃やしてください。また。いままで頼りにしていた、生き甲斐にしていたもの、それが人間であれ、職業であれ、才能であれ、どんなことであれ、それらを全部燃やしてください。いままでの人生を生きる理由、目標、いろいろありました。それを全部燃やしてください。いままで自慢していたこと、誇りに思っていたものを全部燃やしてください。福音のために決断するわけです。それが福音の価値に目覚めたときの決断です。私はこれに当てはまらないでしょうけれども、私が決断したときに、ある女性から好意を持たれて「神学校に行かなくても、牧師にならなくても十分就職していろいろできる資格や才能などを持っているのではないでしょうか」と言われました。つまり、牧師にならなければ結婚する意志があるという話です。「この人は福音の価値がよく分かっていないのだな」と私は思ってそれっきりにしました。何の迷いも躊躇なども私にはありません。もちろん牧師になるというのはこれから経済的には乏しくなるし、別に社会的に有名な人になるわけでもないし、そのようなこととは関係ない道なのですが、福音の価値に目覚めたので私はその道を決断しました。資格がない者だと分かっていても、神様に召されたので。計算を超えて、過去を全部燃やして、福音のために決断するわけです。

その決断というものは非常な思いでしょうけれども、実はその中身は違います。これからはなにを食べるか飲むかと悩んだり、あるいは自分の限界に閉じ込められてアップアップせずに　、福音を思いきり味わい楽しみますと決断するわけです。弱々しい者であっても、いろいろな問題があっても、それはあなたがたは知らなくてもよいと福音そのものを喜んで味わうことを私は決断します。そして、この福音を知らない人々に伝える人生をこれから生きていきますと決断します。しかもこの決断は感謝とともにすることです。無理やりではありません。無理やりやることは、あとで必ずトラブルになります。それは福音の価値に目覚めていないまま、なにかに誘われて決断したかもしれませんが、神様が望まれるのはそういうことではありません。感謝をもってください。私のようなちっぽけな人間が、福音のために生きる気持ちが許されていることを感謝します。もしそうでなければ、私は家族のために、お金のために、名誉のために、自分の才能を磨くために、なにかの理由で人生を頑張って死んで終っただろうに、神様は恵みを与えられて、福音のために生きる永遠に価値あるもののために生きる、そこに私が召されたので感謝します。決断です。パウロのように刑務所の中にいながらもピリピ1:20で告白しているように、生きるにも、死ぬにも、私の身を通して、キリストがあがめられること、これが私の願いなのだ。そのために私は生きています。そのような決断です。エリシャが召されたときにその決断を見せつけました。なぜこれが聖書にしるされ、いまの私たちに読まれているのでしょうか。神様は、いまの私たちがこれを読んで、そして、2018年9月20日の礼拝の中でこのお話をすると、すべて見通しの上でこれを記録されたのです。あなたがたはキリストにあって福音の方に召された者だ。ほら見なさい。エリシャを見なさい。あなたがたはそれ以上の喜びをもって決断しなければいけないでしょうと、神様は愛の御声をかえるためにこれが記されているわけです。
今現在、なにかの葛藤があり、自分の弱さ、なにかの失敗などで悩んでいらっしゃる方はいらっしゃるでしょうか。まじめに考えてみてください。それは本当に悩むべきことでしょか。それは本当に悩みの種なのでしょうか。もしかして自分が信者として福音の価値がわかっていないことではないのか。

あるいは、どこかで福音の価値を見落としていることではないのか。それが逆に悩まなければいけない課題でしょう。そのように問いかけてみてください。それで葛藤や弱さや失敗などは置いて、フォーカスを変えて「なぜイエス・キリストは十字架で死ななければいけなかったのか」「なぜわたしはイエス様を信じているのか」「なぜイエス様を信じないといけないのか」。そして、イエス様を信じている自分はどんな存在なのかなどを吟味してまじめに問いかけつつ、深く考える機会にしてください。葛藤そのものがテーマではありません。逆に皆さんに葛藤があり、弱さがあり、なにかの失敗があったとすれば、それはイエス様が皆さんをイエス様の福音の中に招く招待の時間なのです。だから、葛藤や弱さをテーマにせずに、そこから「おーい福音の方に」というイエス様の招待の御声に耳を傾けなければいけません。まったく福音と関係ない人は、この御声を聞かないといけません。すべて疲れて重荷を負っている者はわたしのところに来なさい。なぜ疲れたのか、どうすればいいのかなどを考えずに、どんなに研究して暴れて考えても答えはないから、さらに重くなるだけなので、わたしのところに来なさい。福音の方に来なさい。キリストの方に来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげます。皆さんがもし信者であれば、この御声を聞かなければいけません。葛藤を通して。葛藤に捕らわれずに。失敗を通して。失敗に捕らわれていないで、イエス様が皆さんにおっしゃっています。わたしについて来なさい。あなたがたを人間をとる漁師にしてあげるから。どういう意味なのでしょうか。「おいおい。イエス様を信じたでしょう。わたしと一緒に行こうよ」とイエス様が招いていらっしゃるのです。そのために葛藤や失敗を許されるのです。それは悩むべきものではありません。福音への招待、イエス様の愛の御声なのです。
　改めて福音の価値を深く考え目覚めて心からの決断をしましょう。分かりました。イエス様についていきます。イエス様と一緒に行きます。人間をとる漁師になるために。そうすると、皆さんのすべてが奪われるかのように誤解するのですが、イエス様に従わずに手に入れたものは、それこそが無駄なものなのです。イエス様に従うと、すべてが加えて与えられます。すべてが楽しくなります。献身してください。福音の価値に目覚めて、福音のために決断してください。「神様、これから残りの人生、私を主にささげます。神様が望むところに。人間をとる漁師になるその方向に私を自由自在に連れていって用いてください」。これが勝利の鍵です。どんな敵がいて、どんな邪魔があろうが関係なく勝利します。これからエリシャを通して、その勝利のいろいろな内容を私たちは確認するようになります。戦わずに勝利するし、暗やみの力がバンバンと砕かれるようになります。指も動かせないのに勝利を得るようになる人生を歩むようになります。そのスタートは、福音の価値に目覚めて、福音のために決断することです。計算を超えて、過去を燃やして、美しい決断がそこにはありました。
（祈り）
愛する天の父なる神様。今日も尊いイエス・キリストのいのちが与えられ神の子どもとされている兄弟姉妹とともに、神様に感謝の礼拝をささげ、また神様のメッセージをいただきました。エリシャを通して、信者の勝利の鍵がどこにあるのか、そのフォーカスをしっかり見つめて、フォーカスを移動することができるように福音の価値に目覚め、その福音のために心からの決断がひとりひとりにあることをお祈りします。それで残りの生涯、エリシャにありましたその勝利をひとりひとりが体験し、証人として人々を生かすことができるように導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
す4

